令和３年１２回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年１２月２４日（金）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時１０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所保健センター　３階　大会議室

	議　　長
	永井　恒　会長　　

	出席委員

（２１名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	永　井　　　恒
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	農地利用最適化推進委員
	加　納　富　雄
	伊　藤　道　子

	
	
	勝　股　重　雄
	三　輪　徳　夫

	
	
	板　橋　仁　晃
	櫻　井　公　紀

	
	
	有　我　俊　春
	渡　邉　俊　美

	
	
	
	

	欠席委員
（２名）
	
	渡　邉　美　孝
	岩　嶋　貞　夫

	
	
	
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの
　　　　　　判断について

議第３号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第４号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
利用集積計画（案）及び農地中間管理事業の推進に関す
　る法律第１９条第３項の規定による農用地利用計画配分
（案）に対する意見について
付議の内容については別紙のとおり


	永井会長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第１２回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、渡邉美孝委員、岩嶋貞夫委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員
１３名、推進委員８名でありますので、農業委員会等に関する法律第
２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、板橋茂晴委員と安田清和委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。

渡邉俊美委員、説明をお願いします。

	渡邉（俊）委員
	去る１２月２０日に、三輪徳夫委員、渡邉美孝委員、水野事務局長補佐、私の４名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、４件であります。

内容といたしましては、田が４筆、畑が４筆で、合計面積2922.09㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は４件の申請がありました。議案集では、２ページから９ページです。
まずは、４ページ、５ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５－８１番）
申請地は、南小田町１丁目、国道１９号沿いにありますステーキ宮瑞浪店から南に５０ｍのところにあります。
こちらの申請は、譲渡人が遠方に住んでおり、管理できない農地を、譲受人が取得して、戸建て住宅を建築するよう申請するものです。
周辺の状況は、宅地及び公衆用道路に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第１種中高層住居専用地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
では、議案集の４ページと６ページをお願いします。
（議案書の内容を説明　５－８２番）
申請地は、ステーキ宮瑞浪店から国道１９号線を挟んで向かい側にあります。
こちらの申請は、賃借人が申請地に借地権を設定し、自動車販売業のための展示場、事務所、及び作業場を建築するものです。
周辺の状況は、宅地及び公衆用道路に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の近隣商業地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
次に、４ページと７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－８３番）
申請地は、北小田町２丁目にあります十六銀行瑞浪支店から東へ
１００ｍほどにあります。
こちらの申請は、譲受人が、生活の利便性がよく、住宅地としての需要が高い地域にある申請地を取得して、宅地分譲するものです。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路、用悪水路、公園及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けています。
申請地は、都市計画用途区域の第２種中高層住居専用地域に存在する第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、８ページ、９ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－８４番）
申請地は、土岐町桜堂地区にありますデイサービスセンターさくらの南側にあります。
こちらの申請は、譲受人が日当たりの良い申請地を取得し、太陽光発電設備を設置するものです。
申請地の周辺の状況は、宅地、用悪水路、及び申請地の分筆後の残地となっており、周辺農地への影響はありません。
申請地は、中山間地域に存在する、農業公共投資の対象となっていない、小集団の生産性の低いその他の第２種農地ですので、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山委員
	　５－８４番の太陽光発電施設についてです。
　この辺りは９月にも太陽光発電の申請があり、1,000㎡未満の発電施設の開発が続いています。市の土地利用計画はどのようになっていますか。この地域は、太陽光発電をやってもいいという地域になっているのでしょうか。

	水野
局長補佐
	　５－８４番です。
　「デイサービスセンターさくら」の周辺には、今回の申請を含めて全部で５件の太陽光発電施設ができることになります。令和元年に２件、令和３年に２件の転用許可を出しております。
　この地域を積極的に太陽光発電施設に指定するといったことはありませんが、農振農用地に指定されていないこと、また、1,000㎡未満で、市の自然環境等と保全との調和に関する条例にも該当しないことから、要件を満たしていれば、個人の権利を制限することはできないというのが現状です。

	議　長
	　他には。

	勝股（増）
委員
	　５－８２番で、借地権を設定するとありましたが、何年間でしょうか。

	日比野主事
	　契約期間は３０年になっております。

	議　長
	　他にありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第２号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」を議題といたします。
事務局より説明をお願いします。　

	水野
局長補佐
	それでは、議第２号　農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について、ご説明申し上げます。
　議案集の１０ページから１９ページと、別添資料をお願いします。
タイトルは「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断」と難しい名称になっていますが、要するに、昔は農地であったけれども、今はもう山林、森林の一部になってしまったという土地はたくさんあると思います。そういった土地について、農地であるかどうかの判断をしていただき、農地でないものについては、農地台帳から除外しようとするものであります。
今回、非農地であると議決をいただいた筆については、土地所有者に通知するとともに、法務局、岐阜県、市税務課にも通知します。
１７ページをお願いします。
まず、用語の説明と国からの通知文書です。　
①農地法第２条第１項ですが、「農地」とは、耕作の目的に供される土地をいい、「採草放牧地」とは、農地以外の土地で、主として耕作又は養畜の事業のための採草又は家畜の放牧の目的に供されるものをいう、とあります。
一般的な「田」とか「畑」をイメージしてもらえばいいと思います。
国からの通知文書は、「②農地に該当しない土地の農地台帳からの除外について」ですが、これは平成３０年３月に農林水産省から出されたものになります。
農業委員会は、「農地法の運用について」に基づき、利用状況調査、これは８月～１０月にみなさんに参加していただいた調査のことですが、荒廃農地の発生解消状況に関する調査の結果、既に森林の様相を呈するなど農業上の利用の増進を図ることが見込まれない農地があった場合は、原則として当該調査を行った年内に、当該農地について農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することとされています。
　３年くらい前に出された通知ですが、最近、国が頻繁に非農地判断を徹底するようにと言ってくるようになりました。
　次の、③農地に該当するかの判断基準についてです。
農地として利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地、人力又は農業用機械では耕起、整地できない土地であって、農業的利用を図るための条件整備、基盤整備事業の実施等、ほ場整備のことですが、これが計画されていない土地について、次のいずれかに該当するものは、農地に該当しないものとし、これ以外のものは農地に該当するものとする、とされております。
　ア　その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難な場合
イ　ア以外の場合であって、その土地の周囲の状況からみて、その土地を農地として復元しても継続して利用することができないと見込まれる場合
これが、判断の基準になります。
今年８月から１０月に行った利用状況調査において、「Ｂ分類、再生利用が困難な土地・荒廃農地」とされた土地が、市内に約4,000筆ありました。調査のときに、「赤」は見なくていいと言った「赤」色の筆のことです。
約4,000筆を一度にというわけにはいきませんので、今回は山田町、小田町、明世町を対象とし、これから順に、土岐町、稲津町、陶町と進めていきたいと思っています。
まず、「Ｂ分類・荒廃農地」とした土地を、平成３０年版の航空写真で確認しました。これが、別添資料になります。
写真を見て、事務局のほうで「森林の様相を呈している」と判断したものを、今回、議案上程させていただいきました。逆に、「Ｂ分類、荒廃農地」であっても、森林までになっていないものは除外しました。今回除外した土地であっても、土地所有者からの申し出があれば、その都度、現地確認調査を行い、議案として上程させていただく予定です。
ちなみに、今回の山田町、小田町、明世町では、「Ｂ分類、荒廃農地」としたのが全部で３００筆、今回はその中で１３５筆を「森林の様相を呈している」として、非農地の判断をお願いするものです。
別添資料をご覧ください。
航空写真の右下１ページの「山田町-１」は、中央に山田団地、左にパチンコ・ダイナム、右にクリエーションパークになります。
真ん中あたりの①は、議案集の１０ページ、番号１　山田町字深山洞４６番1　台帳地目：田、面積：1,641㎡と対応します。
①から⑪まで、それぞれの筆を赤線で囲っていますが、非農地判断の基準である「森林の様相を呈している」に該当すると思われます。
２ページの「山田町-２」は、明賀台の辺りになります。
このページは、③、⑫の２筆ですが、森林の様相を呈していると思われます。
３ページの「山田町-３」は、山田町でも南の方、稲津町から駄知町へ抜ける県道66線沿いです。
⑬から㉛まで全部で１９筆ありますが、こちらも農地性はなく、森林の様相を呈していると思われます。
４ページの「小田町・西小田町-１」は、小田町でも南の方で、中央に昔の雇用促進住宅、右のオレンジ色の屋根が「カネスズセラミックス」さんです。
５ページの「小田町・西小田町-２」は、左に見える大きな建物が、「エイダブリュ瑞浪」さんです。
洞であって、昔はここで耕作をしていたのだろう、というイメージです。
６ページの「明世町-１」は、左にあるのが市民体育館、野球場、運動場です。
明らかに山になってしまったという筆だけを抽出しています。
７ページの「明世町-２」は、山野内地区、国道１９号と旧１９号が合流する辺りです。
８ページの「明世町-３」は、月吉地区の南の方、右から左へある道路は「中央自動車道」です。
ここも農地性はないと思われます。
９ページの「明世町-４」は、月吉地区で日吉町に向かう辺りです。
１０ページの「明世町-５」は、月吉地区、化石博物館の前を通って、トンネルを抜けて出てきた辺りです。
１１ページの「明世町-６」は、明世カントリークラブの辺りです。
今回、議案上程をさせていただいた全１３５筆は、すべて農地性はなく森林の様相を呈していると思われますので、国からの通知のとおり、農地法第２条第１項に規定する農地に該当しない旨の判断を行い、農地台帳から除外することが適当であると考えます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	議　長
	これは所有者からの申請に基づくものか、職権で行うものか、どちらですか。

	水野
局長補佐
	今回の非農地判断は、職権で行うものになります。

	議　長
	職権で行うということになると、地目変更を行うのに嘱託登記が必要ではないですか。

	水野
局長補佐
	今回は、土地所有者に対して非農地通知を送付します。地目変更登記については、土地所有者の方にお願いすることになります。

	議　長
	土地所有者ということになると、登記地目が「農地」のまま残ってしまうことも考えられますが。

	水野
局長補佐
	所有者によっては地目変更登記されず、地目が農地のまま残ってしまうことも考えられますが、今回の目的は非農地判断をして農地台帳から除外することでありますので、地目変更登記は土地所有者にお願いしたいと思います。

	大山委員
	今まではどうでしたか。

	水野
局長補佐
	今から７年くらい前に、地籍調査の関係で非農地通知を出しておりますが、その時も農業委員会が職権で地目変更登記をおこなったということはありません。

	大山委員
	今後の計画はどのようになりますか。

	水野
局長補佐
	市内の荒廃農地約4,000筆の内、今回はその300筆分になります。
できるだけ早く進めていかなければならないとは思っていますが、いつまでにと具体的に申し上げられないのが現状です。

	議　長
	他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第２条第１項に規定する農地に該当するか否かの判断について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、非農地と判断する旨、土地所有者、法務局、岐阜県、及び市税務課に対して通知することに決定いたします。
次に、議第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	日比野主事
	それでは、議第３号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の２０ページ、２１ページをお願いします。
申請番号４７番は、貸付人　小木曽　恒男が所有する土岐町字清水
１２６６番１の田を、借受人　合同会社　つちや営農に、令和４年１月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは新規になります。

場所は２１ページをご覧ください。

以上、議第３号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程お願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします。
議第３号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、計画案のとおり決定いたします。
次に、議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）及び農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用配分計画（案）に対する意見について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	日比野主事
	それでは、議第４号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）、及び農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定に基づく農用地利用配分計画案について、説明いたします。

議案集の２２ページ、２３ページをお願いします。
申請番号７番は、貸付人　酒井　孝子が所有する

日吉町字町裏９１４５番２の田、
　　　　　　９１４８番１の田、
　　　　　　９１４８番２の田、
　　　　　　９１４９番１の田及び
　　　　　　９１４９番２の田を、
岐阜県農畜産公社から農事組合法人　日吉機械化営農組合に転貸し、

令和４年３月１日から１０年間、農用地５筆、計7,449㎡に使用貸借権を設定します。

こちらは再設定になります。

場所は２３ページをご覧ください。この地図は、日吉町の平岩地区になります。
以上、農用地利用集積・配分計画（案）について、ご審議、ご意見の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	ご意見もないようですので、お諮りいたします。

議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）及び農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条第３項の規定による農用地利用配分計画（案）に対する意見について」、計画案を決定し、意見のないものとすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、計画案のとおり決定し、意見のないものといたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第１２回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は
下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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